
看護学概論（新）（１単位 ２０時間 配当時期１年前期）  担当講師 田中早苗 （実務経験有） 

（授業目標） 

  看護学の基本となる人間、環境、健康、看護の基本的概念を学び、看護の対象及び保健・医療・福祉に

おける看護の既納・役割及び課題について理解する。  

 

（実務経験を活かした実践的な授業） 

総合病院における臨床経験を活かし、老年看護学を担当。高齢者の加齢に伴う変化と特徴をとらえ、

対象の QOL の維持・向上に向けた援助について授業を行う。 

 

回数 学 習 内 容 

１ 

２ 

３ 

回 

第１章 看護とは（講義、演習） 

①看護の本質  

②看護の役割と機能 

・学生の考える「看護」（課題レポート） 

・看護実践とは「事例」を通じて看護の展開をイメージする。（演習） 

・エビデンスに基づく看護 

・看護理論とは 

４ 

５ 

回 

第２章 看護の対象の理解（講義、演習） 

①人間の「こころ」と「からだ」を知ることの意味 

②生涯発達しつづける存在（発達理論）人間の理解 

③人間の「暮らし」の理解  

・「人間について考える」（課題レポート・発表） 

６ 

７ 

回 

第３章 国民の健康・生活の全体像の把握（講義、演習） 

①健康のとらえ方 

②国民の健康状態 

③国民のライフサイクル 

・「健康について考える、提案書の作成・発表」 

８ 

９ 

回 

第４章 看護の提供者 

 ・職業としての看護、 

・看護職の資格と養成にかかわる制度 

１０  

回 

これからの看護の展望まとめ 

 

 

 

 

｛評価方法｝ 

  筆記試験（８０％） 課題レポート（２０％）  

｛教科書・参考書｝ 

 ・系統看護学講義 看護学概論 医学書院 

 ・基礎看護学① 看護学概論 ナーシンググラフィカ 

 



 

基礎看護学方法論（新） 

 

 

単位数 1 単位 

時間数 ３０時間 

配当時期 １年前期 

 

 

講義担当者  

  丹羽 久美（実務経験有） 

（授業目標） 

 看護記録と看護実践を行うための基本となる考え方を理解し、具体的な看護の展開方法を習得する。 

 

（実務経験を活かした実践的な教育内容） 

 総合病院における病棟経験を活かし、看護過程を中心に、看護に必要な実践できる方法について授業する。 

 

 

 学習内容 

 

１回目   ◇看護過程とは    ・看護過程の基となる考え方と理論 

２回目   ◇看護過程の構成要素 ・アセスメント（情報収集・情報の分析） 

３・４回目 ◇アセスメントガイド 

５・６回目 ◇看護過程演習 

        事例を用いた演習（情報の整理・分析） 

７・８回目 ◇看護過程の構成要素 ・看護上の問題の特定（看護診断） 

                 ・計画 

９～１２回 ◇看護過程演習（分析解説） 

      ◇看護過程の構成要素 ・実施 

                 ・評価 

１３・１４回 ◇看護記録 

１５回   ◇まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価方法 

   筆記試験（９０％） レポート（１０％） 

 

 教科書・参考書 

  ・新体系 看護学全書 基礎看護技術Ⅰ メディカルフレンド社 

  ・資料配布 



基礎看護学技術論Ⅰ （新） 

単位数： １単位 

時 間 数：３０時間 

配当時期：１年前期 

講義担当者：奥田ひとみ 

         （実務経験有） 

授業計画 

 看護におけるコミュニケーション、フィジカルアセスメントの意義と目的を学び、正確なフィジカルイグザミネー

ションを実践し、正常・異常の判断ができる能力を身につける。  

（実務経験を活かした実践的な教育内容） 

 総合病院における数々の臨床経験を活かし、看護過程の基礎から各専門分野への展開について授業を行う。 

学習内容 

 1 回 コミュニケーションの技術 

    Ⅰ コミュニケーションとは    Ⅱ 対人関係プロセスとしての看護 

２回  Ⅲ 看護におけるケアリングとコミュニケーション  Ⅳ 看護理論とコミュニケーション 

    Ⅴ 看護とコミュニケーション  Ⅵ コミュニケーションのプロセスに影響する要因 

３・４回 コミュニケーションの演習課題 

５回  ヘルスアセスメント 

    Ⅰ 看護におけるヘルスアセスメント 

    Ⅱ フィジカルアセスメント 

      A 体表解剖とフィジカルアセスメント 

      B フィジカルアセスメントにおける基本技術 

      C 一般状態のアセスメント 

６回      １．体温のアセスメント  ２．脈拍のアセスメント 

７回      ３．血圧のアセスメント 

８回      ４．呼吸のアセスメント 

９回      ５．意識状態のアセスメント 

１０回   D 一般状態のアセスメント ②身体測定 ※身体計測演習 

１１・１２・１３回 

     Ⅱ フィジカルアセスメント ※バイタルサイン測定・聴診の演習 

１４回   E 系統的なフィジカルアセスメントの実際 

        Ⅰ 体表面のアセスメント  ２ 呼吸器系のアセスメント 

        ３ 循環器系のアセスメント ４ 腹部・消化器系のアセスメント 

１５回 まとめ 

評価方法 

筆記試験（１００％） 

 

教科書・参考書      

基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ （メヂカルフレンド社）  基礎・臨床看護技術  医学書院 

視聴覚教材：DVD「フィジカルアセスメントの所見」「腹部・筋骨格・神経」 

      ビデオ「循環器系のアセスメント」「呼吸器のアセスメント」「気管内呼吸と肺理学療法」 

 

 



基礎看護学技術論Ⅱ （新） 

単位数： １単位 

時 間 数：30時間 

配当時期：１年後期 

 

担当講師： 永田 祐子 先生 

         （実務経験有）   

（授業目標） 

  日常生活援助に必要な基礎的な知識・技術・態度について学び安全・安楽・自立を基本とした看護

技術を身に着ける。 

 

（実務経験を活かした実践的な授業） 

総合病院での臨床経験を活かし、日常生活援助の具体的な手法について授業する。 

（学習内容） 

１回 環境を整える技術 

    Ⅰ 環境の諸要素とその調整 

２回  Ⅱ 病室と病床の環境調整 

３回 ベッドメーキング シーツ交換 

４回 ベッドメーキング シーツ交換 環境整備 演習 

５回  Ⅰ 食事・栄養摂取の意義とそのしくみと働き 

６回  Ⅱ 食事・栄養摂取のアセスメント 

    Ⅲ 患者への食事の援助 

７回   食事介助演習 

８回  Ⅳ 経腸栄養 Ⅴ 中心静脈栄養 

９回 排泄の援助技術 

    Ⅰ 排泄の意義とそのしくみと働き 

    Ⅱ 排泄のアセスメント 

    Ⅲ 排泄の援助 トイレ・ポータブルトイレ・差し込み便器・尿器・おむつ交換 

１０回 排泄援助演習 

１１回 Ⅳ 排便障害のある患者の援助と処置 

１２回 Ⅴ 排尿障害のある患者の援助と処置 

１３回 活動・休息の援助技術 

    Ⅰ 活動と休息 

    Ⅱ 活動のアセスメント 

１４回 Ⅲ 運動機能の維持・回復のための援助 

    Ⅳ 運動機能の低下した人の援助 体位変換 車椅子・ストレッチャーでの移送 

１５回 Ⅴ 安静保持の援助  Ⅵ 睡眠の援助 

 

評価方法 

 筆記試験（１００％） 

教科書・参考書 

 ・新体系 看護学全書  基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ メディカルフレンド社 

 ・基礎・臨床看護技術 医学書院 

 

 

 



 

 

成人看護学総論（新） 

 

単位数：1 単位 

時間数：30 時間 

配当時期：１年後期 

 

担当講師：奥田ひとみ 

     （実務経験有） 

<授業目標> 

①成人期にある対象を身体的・精神的・社会的に捉え、健康上の問題について理解する。 

②健康の保持・増進や疾病の予防に関わる看護を学ぶ。 

③成人の健康障害時の健康レベルに応じた看護の特徴や方法を理解する。 

④すまいと医療・介護の場をつなぐ看護師の役割を理解する。 

 

（実務経験を活かした実践的な教育内容） 

総合病院における病棟勤務の臨床経験を活かし、成人看護学を担当、成人の特性と健康問題の

特徴及び成人の特性に応じた看護の展開方法について授業を行う。 

 

学習内容 

 

１回目  ライフサイクルの中での成人の位置づけ 

2 回目  成人各期の発達段階と健康問題について 

３回目  成人の生活・健康 

４回目  成人における健康障害の特徴、予防とその対策 

     生活習慣に関する健康障害 

５回目  成人保健の動向  健康日本２１ ヘルスプロモーション 

     その他成人に関連する法律 

6 回目  成人における健康障害の特徴、予防とその対策 

     職業に関する健康障害 生活のストレスに関する健康障害 

７・８回目 治療を必要とする対象（急性期） 

９回目  治療を必要とする対象（回復・リハビリテーション期） 

１０回目 治療を必要とする対象（慢性期） 

１１回目 治療を必要とする対象（終末期） 

１２回目 大人の学習の特徴と看護 自己効力感 エンパワメントなど 

１３回目 各病期における補足内容と理論家について 

１４回目 がんと共生を促す看護技術（放射線療法） 

１５回目 まとめ 

  

 

評価方法 

 筆記試験（100％） 

 

教科書・参考書 

 系統看護学講座 成人看護学総論 医学書院 

 



 


